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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
議
会
運
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
昨
今
の
社
会
・
経
済

情
勢
は
激
動
の
一
途
を
た
ど
り
、
こ
れ
に
対
応
す

る
地
方
公
共
団
体
へ
の
行
政
需
要
も
多
様
化
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
議
会
が
担
う
役
割
は
一
層
重
要
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆

様
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
議
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
変
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

平
成

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
お
慶

２５

び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
防
火
防
災
へ
の
深
い
ご
理

解
と
、
消
防
団
に
対
す
る
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
を
顧
み
ま
す
と
、
町
内
に
お
い
て
は
大
き

な
火
災
、
災
害
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
巨
大
台
風

や
集
中
豪
雨
、
竜
巻
等
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
国
か
ら
発
表
さ
れ
た
南
海

ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
等
、
住

民
の
皆
様
の
不
安
要
素
は
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

我
々
消
防
団
と
し
ま
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か

ら
町
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
と
い
う

消
防
使
命
の
遂
行
の
た
め
、
消
防
防
災
体
制
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
知
識
・
技
術
の
向
上
に
一
層
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
自
主
防
災
組

織
を
中
心
と
し
た
防
火
防
災
対
策
に
努
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
ご
多
幸
と
無
災
害
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

町
議
会
議
長

斉

藤

重

消
防
団
長

中

村

一

夫

松
崎
町
長

齋

藤

文

彦

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

２５

と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
行
政
全
般
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
世
界
で
い
ち
ば
ん
富
士
山
が
き
れ
い

に
見
え
る
町
」
宣
言
や
八
木
山
の
炭
焼
き
窯
の
復
元
活
動
等
、
町
民
の

皆
様
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
、
誠

に
頼
も
し
く
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
県
内

市
町
が
連
合
を
組
み
、
農
山
漁
村
の
持
続
的
な
発

３５

展
を
目
指
す
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
づ
く
り
」
を
推
進

む
ら

す
る
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
た
「
ハ
ー
ブ
の
実
証
栽
培
事

業
」
で
、
６
次
産
業
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
等
、
町
の

資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
で
、
地
域
資

源
の
保
護
と
地
域
経
済
の
発
展
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
就
任
当
初
か
ら
シ
ン
ボ
ル
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い
る

「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く
り
」
の
集
大
成
と
し
て
、「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
へ
の
加
盟
が
実
現
で
き
る
よ
う
施
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
何
卒
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



333

県
内

市
町
、

チ
ー
ム
が
参
加
し
タ

３５

３９

ス
キ
を
つ
な
ぐ
、
第

回
静
岡
県
市
町
対

１３

抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、

月
１
日
（
土
）

１２

静
岡
市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
崎
町
チ
ー
ム
は
、
６
月

日
に
決
起

２５

大
会
を
開
催
し
て
以
降
、
約
半
年
間
に
わ

た
り
チ
ー
ム
練
習
を
続
け
、
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
町

の
部
第
７
位
で
の
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
大
会
に
続
く
町
の
部
入
賞
に
は
一
歩

及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

人
の
代
表
選

１１

手
は
チ
ー
ム
の
絆
を
胸
に
、
ベ
ス
ト
な
走

り
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
練
習
か
ら
大
会
当

日
ま
で
、あ
た
た
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

入
賞
ま
で
あ
と
一
歩

町
の
部
７
位
で

ゴ
ー
ル
！

松崎町チーム 大 会 記 録

11区区⇒⇒22区区

33区区⇒⇒44区区

55区区 ゴーゴールル 松崎町代表チー松崎町代表チームム

チーム順位
（町の部）

区間順位
（町の部）記 録距 離氏 名区 間

11位11位15分46秒3.974km山地 玲子ジュニアA（女子）第 １ 区

10位7位6分24秒1.848km山田恭士朗小学生（男子）第 ２ 区

10位6位5分13秒1.469km山本 典佳小学生（女子）第 ３ 区

11位10位13分48秒3.549km田中真沙美一般（女子）第 ４ 区

12位11位20分38秒6.061km石田 祥平ジュニアA（男子）第 ５ 区

9位4位14分14秒4.340km佐藤 文彦40歳以上（男女不問）第 ６ 区

9位3位12分19秒3.760km大場 勇作中学生（男子）第 ７ 区

8位6位11分24秒3.020km平野 文珠中学生（女子）第 ８ 区

7位6位17分21秒4.670km高見 育美ジュニアB（女子）第 ９ 区

7位12位15分43秒4.310km天野 潤ジュニアB（男子）第１０区

7位9位17分08秒5.194km石田 達也一般（男子）第１１区

7位2時間29分58秒42.195km総合記録
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第29回 松崎町史跡めぐり駅伝大会
町内の史跡をめぐり小・中学生42チームが力走

第

回
史
跡
め
ぐ
り
駅
伝
大
会

２９

が
、

月
９
日
（
日
）
松
崎
港
を

１２

ス
タ
ー
ト
、
松
崎
小
学
校
を
ゴ
ー

ル
と
す
る
５
区
間
、
９
・

丼
の

７７

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ

て

チ
ー
ム
（
小
学
生
の
部
に
４

４２
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に

チ
ー

３８

ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
強
風
が
吹
き
荒
れ
る

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
、
風
に
負
け
な
い
力

強
い
走
り
で
、
重
文
岩
科
学
校
や

沢
谷
城
跡
等
、
町
の
歴
史
に
か
か

わ
る
地
点
を
中
継
し
、
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
は
多
く
の
声
援
が
飛

び
、
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

各部門の優勝チーム

≪小学生男子≫ＧＴ６
３８分０５秒

≪小学生女子≫ＴＡＮＦＩＮ６
４５分１１秒

≪中学生男子≫男子バスケ部Ａ
３５分０５秒

≪中学生女子≫陸上部女子
３９分２８秒

区 間 賞

記 録学 年チーム名氏 名部 門区 間

８分００秒６年G T ６吉長 飛雅男 子
小学生

第１区
（2,100m）

９分５１秒６年ＴＡＮFＩＮ６関 文 菜女 子

７分０７秒３年野 球 部 Ａ藤井 友紀男 子
中学生

８分２２秒１年陸 上 部 女 子佐野 春奈女 子

６分２７秒６年G T ６山田 恭士朗男 子
小学生

第２区
（1,750m）

９分３０秒６年ＴＡＮFＩＮ６土屋 なつめ女 子

６分２２秒１年男子バレー部Ａ山本 寿樹男 子
中学生

７分４３秒２年女子バレー部Ｄ菊地 海邑女 子

７分３５秒６年G T ６佐藤 寿紀男 子
小学生

第３区
（2,070m）

８分５２秒６年ＴＡＮFＩＮ６鈴木 菜緒女 子

６分３７秒３年男子バスケ部Ａ大場 勇作男 子
中学生

７分３０秒３年陸 上 部 女 子平野 文珠女 子

７分３１秒５年ゴリラバーガー窓橋 大輝男 子
小学生

第４区
（1,850m）

７分５９秒６年ＴＡＮFＩＮ６野木沼 瑶美女 子

６分３３秒３年男子バレー部Ｄ齋藤 真之介男 子
中学生

７分２９秒２年女子バスケ部Ａ杉山 咲耶女 子

８分１９秒５年ゴリラバーガー佐藤 陽哉男 子
小学生

第５区
（2,000m）

８分５９秒６年ＴＡＮFＩＮ６土屋 あいか女 子

７分０２秒２年野 球 部 Ａ大場 康平男 子
中学生

７分４１秒２年陸 上 部 女 子高見 育美女 子

は区間新記録



歳
か
ら
国
民
年
金
ス
タ
ー
ト
！

20
歳
か
ら
国
民
年
金
ス
タ
ー
ト
！

20

55
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日
本
に
住
む

歳
か
ら

歳
未

２０

６０

満
の
全
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ

れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
加

入
記
録
や
保
険
料
の
納
付
状
況
等

が
、
こ
の
番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る

手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

の
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や

「
若
年
者
納
付
猶
予
」
等
、
保
険

料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
福
祉
課
ま

た
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
等
に

在
学
し
て
い
る
学
生
で
、
本
人
の

前
年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の

方
が
申
請
で
き
る
制
度
で
す
。

在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
承
認
期
間
は
４
月

（
ま
た
は

歳
誕
生
月
）
か
ら
翌

２０

年
３
月
ま
で
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

歳
未
満
の
方
で
、
就
職
が
困

３０
難
ま
た
は
失
業
等
の
理
由
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

本
人
、
配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
７

月
（
ま
た
は

歳
誕
生
月
）
か
ら

２０

翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

保
険
料
免
除
制
度

所
得
に
応
じ
て
全
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分

の
３
免
除
の
４
段
階
に
分
け
ら
れ
、

承
認
期
間
は
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
と
同
じ
で
す
。

※
免
除
・
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、
将
来
の
受
給
額
が
満
額

に
は
な
ら
な
い
た
め
、
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
ご
質
問
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課
保
険
年
金
係

０
５
５
８
（
４
２
）
３
９
６
６

○
納
期
の
変
更

町
で
は
、
平
成

年
度
よ
り
軽

２５

自
動
車
税
の
納
期
限
を
４
月

日
３０

か
ら
５
月

日
に
変
更
し
ま
す
。

３１

納
期
限
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
、
翌
日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
。

○
納
税
通
知
書
の
発
送
時
期

納
期
の
変
更
に
伴
い
、
納
税
通

知
書
は
５
月

日
頃
の
発
送
と
な

１５

り
ま
す
。
５
月

日
を
過
ぎ
て
も

２０

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

窓
口
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
平
成

年
度
の
軽
自
動
車
税
納

２４

税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
に
つ

い
て平

成

年
度
の
軽
自
動
車
税
納

２４

税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）
の
有

効
期
限
は
平
成

年
４
月

日
と

２５

２９

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
納
期
の

変
更
に
伴
い
、
平
成

年
５
月

２５

３０

日
ま
で
有
効
と
な
り
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る
軽

自
動
車
の
所
有
者
に
対
し
て
賦

課
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

西
伊
豆
広
域
消
防
組
合（
松
崎
町
・

西
伊
豆
町
）
と
下
田
地
区
消
防
組

合
（
下
田
市
・
河
津
町
・
南
伊
豆

町
）
は
、
消
火
活
動
や
救
急
活
動

等
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を

そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
で
守
っ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
の
消
防
に
対
す
る

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
平

成

年
６
月
消
防
組
織
法
が
改
正

１８
さ
れ
、
全
国
各
地
で
消
防
の
広
域

化
に
向
け
た
協
議
が
進
め
ら
れ
て

き
た
結
果
、
当
地
域
で
は
４
月
１

日
か
ら
両
消
防
組
合
を
統
合
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
統
合
で
は
、
西
伊
豆
広

域
消
防
組
合
を
解
散
し
、
松
崎
町

と
西
伊
豆
町
が
加
入
す
る
新
た
な

「
下
田
地
区
消
防
組
合
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
統
合
後
も
、
消
防
体

制
の
充
実
強
化
を
図
り
、
皆
様
の

安
心
・
安
全
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
１
１

９
番
通
報
の
受
付
、
消
防
車
・
救

急
車
の
出
動
、
各
種
届
出
書
の
受

付
業
務
等
は
今
ま
で
ど
お
り
西
伊

豆
消
防
署
で
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

下
田
・
西
伊
豆
地
区
消
防
救
急
広

域
化
協
議
会
（
２
２
）
１
８
２
９

平
成

年
度
か
ら

２５

軽
自
動
車
税
の
納
期
を

５
月

日
に
変
更
し
ま
す

３１

４
月
１
日
か
ら
、
新
た
な

「
下
田
地
区
消
防
組
合
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙

第３号

被保険者

第２号

被保険者

第１号

被保険者

被保険者

の種類

第２号被保険

者に扶養され

ている２０歳以

上６０歳未満の

妻（夫）

厚生年金・共

済組合に加入

している会社

員・公務員等

で70歳未満の

方

自営業、

農林漁業者、

無職、

学生等の

２０歳以上６０歳

未満の方

対象者

配偶者の勤務

先を通じて
勤務先

市区町村の

国民年金

担当窓口

加入

手続き先

個人で納める

必要はありま

せん。配偶者

の加入してい

る年金制度が

負担します。

国民年金保険

料は厚生年金・

共済年金の保

険料に含まれ

ます。

日本年金機構

から送付され

た納付書また

は口座振替
保険料

（国民年金は３つのグループがあります。）
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－

俳

句－

稲

葉

菊

恵

石

田

宏

山

本

一

司

吉
岡
う
た
子

佐

藤

享

鈴
木
す
み
江

依
田
ふ
じ
枝

小

林

一

男

稲

葉

文

字

夏

目

和

子

細

矢

金

治

土
屋
規
矩
子

清

水

高

子

斎
藤
み
つ
子

松
田
美
智
子

葉
ぼ
た
ん
を
買
う
も
二
人
で
新
世
帯

い
ろ
り
端
炭
つ
ぎ
な
が
ら
談
笑
す

謎
謎
に
炭
の
三
態
問
ふ
教
師

古
住
い
磨
き
を
か
け
て
年
用
意

全
員
で
炭
火
囲
み
し
日
の
恋
し

路
地
裏
の
こ
こ
が
好
き
よ
と
散
る
落
葉

竹
炭
の
小
袋
吊
す
箪
笥
の
間

私
深
む
ひ
と
き
わ
目
立
つ
は
ぜ
の
紅

短
日
の
山
影
重
く
せ
ま
る
里

枯
蟷
螂
幸
福
の
木
に
夢
を
見
る

ふ
な
つ
き
の
舟
音
消
え
て
冬
の
月

炭
焼
の
煙
の
ぼ
り
し
日
の
遠
く

好
き
な
歌
繰
り
返
し
聴
く
師
走
か
な

鉄
瓶
の
湯
音
か
す
か
に
炭
火
鉢

伝
統
の
紙
漉
く
手
技
重
き
和
紙

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

静岡地方法務局下田支局
における国籍事務の取り
扱いが変わります。

ざ
ま
な
地
域
資
源
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
県
内

地
域
が

４５

「
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
」
と
し

て
登
録
さ
れ
、
松
崎
町
か
ら
は
、

石
部
赤
根
田
村
百
笑
の
里
（
石
部

の
棚
田
）
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

邑
の
登
録
は
、「
地
域
住
民
が
主

体
と
な
り
地
域
資
源
の
保
護
・
保

全
お
よ
び
経
済
活
動
等
へ
の
活
用

に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
」
や
「
活
動
の
将
来
計
画
が
あ

る
こ
と
」
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。石

部
赤
根
田
村
百
笑
の
里
は
、

陰
原
野
で
あ
っ
た
棚
田
を
平
成
１２

年
に
復
田
し
、
駿
河
湾
越
し
に
富

士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
を
望
む
景
観

や
ホ
タ
ル
や
ト
ン
ボ
等
の
生
き
物

が
飛
び
交
う
豊
か
な
生
態
系
が
保

全
さ
れ
て
い
る
こ
と
隠
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
を
導
入
し
、
農
作
業
を

通
じ
都
市
と
の
交
流
事
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
大
学
、
企
業
、

団
体
、
地
元
小
学
校
、
高
校
等
の

多
様
な
主
体
で
保
全
に
あ
た
っ
て

い
る
こ
と
韻
古
代
米
等
を
使
っ
た

松
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
登
録
の
理
由
と

農
山
漁
村
地
域
の
歴
史
あ
る
棚

田
や
用
水
路
等
を
文
化
遺
産
と
し

て
も
大
切
に
し
、
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
人
々
の
営
み
を
守
り
育

て
、
国
内
外
か
ら
も
憧
れ
と
な
る

よ
う
な
自
律
し
た
邑
づ
く
り
を
進

む
ら

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

年
４
月
に
静
岡
県
内

市
町
で

２４

３５

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ

る
邑
づ
く
り
連
合
」（
会
長

齋
藤

松
崎
町
長
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
は
、
農
山
漁
村
の
魅
力
向

上
の
た
め
の
調
査
研
究
、
地
域
資

源
の
関
す
る
情
報
収
集
お
よ
び
提

供
、
邑
の
選
定
、
邑
の
広
報
活
動

を
事
業
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
農
山
漁
村
地
域
の
さ
ま

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
で
は
、
登
録
さ
れ
た
邑

の
中
か
ら
先
導
的
か
つ
象
徴
的
な

邑
に
対
し
て
知
事
顕
彰
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
登
録
さ
れ
た

の
邑

４５

が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
連
携
、

協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々

の
邑
の
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
連
合
で
は
、
邑
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
登
録
を
契

機
に
石
部
の
棚
田
の
保
全
に
対
し

ま
し
て
、
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑
登
録

―
石
部
赤
根
田
村
百
笑
の
里
―

石部の棚田

収穫祭での稲刈りの様子

静岡地方法務局下田支局におけ

る国籍事務の取り扱いが変更され、

同支局管内に住所を有する方の以

下の届出または申請等は、平成２５

年１月１日から静岡地方法務局沼

津支局において手続きをすること

になります。

○帰化許可申請

○届出による国籍取得

○国籍離脱

○その他の国籍に関する相談

【問合せ】

静岡地方法務局沼津支局

０５５（９２３）１２０１



１２/２

地域防災訓練

南海トラフ等の大規模な地震が突然発生した
ことを想定し、県下一斉に防災訓練が実施され
ました。町内の各自主防災組織では、地域の実
情に合わせ、訓練が行われました。

１２/９

松崎中学校「夢ロマンカレンダー」を配布

松崎中学校生徒会が中心となって、毎年製作
している「夢ロマンカレンダー」が完成し、生
徒たちはグループに分かれ、一人暮らしのお年
寄りや高齢者世帯を訪ね、手渡しました。

77

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

３
月

日
（
日
）、
伊
豆
半
島

１０

で
初
と
な
る
本
格
的
な
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
「
伊
豆
ト
レ

イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

こ
の
レ
ー
ス
は
、
海
抜
０
丿
の

松
崎
新
港
を
ス
タ
ー
ト
し
、
標
高

１,

０
０
０
丿
を
越
え
る
天
城
山

を
越
え
、
伊
豆
市
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
約

丼
、

時
間
の
山
岳
マ
ラ

７０

１４

ソ
ン
と
な
り
、
難
易
度
の
高
い
上

級
者
向
け
の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
レ
ー
ス
は
、
国
内
第
一

人
者
で
あ
り
、
観
光
庁
が
「
ス

ポ
ー
ツ
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
」
に

任
命
し
て
い
る
鏑

か
ぶ
ら

木ぎ

毅
氏
が
競

つ
よ
し

技
委
員
長
を
務
め
、
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
の
発
展
と

地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

昨
年
、
開
催
に
先
立
ち
、
彼

が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。
町
と

し
て
も
、
私
が
提
唱
す
る
施
策

に
合
致
す
る
と
考
え
、
支
援
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

秋
に
、
参
加
者
の
募
集
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
２

日
間
で
定
員
と
な
る
１,
５
０
０

人
に
達
し
、
募
集
を
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
松
崎
町
を
含
む
伊
豆
地

域
で
は
、
観
光
交
流
客
数
の
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
、

趣
味
に
お
金
と
時
間
を
費
や
す
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
方
は
、
自
分
の
目
的
を
達
成
で

き
る
場
所
を
絞
っ
て
各
地
を
訪
れ

て
い
ま
す
。

松
崎
町
に
は
、
そ
の
舞
台
と
な

る
海
も
あ
り
、
山
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
最
大
限
に
活
か
し
、「
全
町
ま

る
ご
と
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学

校
」
を
柱
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
計
画
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
レ
ー
ス
も
、近
年
注
目
さ
れ
、

競
技
人
口
が
増
え
て
お
り
、
今

後
、
初
心
者
や
中
級
者
を
対
象

と
し
た
レ
ー
ス
の
開
催
へ
広
が

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ

せ
、
地
域
経
済
の
起
爆
剤
と
し

て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
、

町
民
の
皆
様
の
ご
声
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
１１/２２

第２回自然薯品評会

環境センターでは、自然薯の栽培技術や品質
の向上等を目的に、自然薯品評会が開催されま
した。出品された２９点を審査し、金賞には菊池
四郎さん（指川）が選ばれました。

１１/２２、２６、２７、２９
総合計画地区説明会

町では、平成２５年度から平成３４年度を計画期
間とする第５次松崎町総合計画（案）について、
松崎地区、中川地区、岩科地区、三浦地区の４
会場で説明会を行いました。

町長室からこんにちは ◯37



届出人年齢氏 名地 区

恒 子89山 本 博道 部

高橋幸之助98窓雲 見

秩 子77石 田 一 雄江奈４

鈴切 進86鈴 勇門 野

肇95鈴木由紀子南 区

正 和66佐藤美和子伏 倉

喜 美102松本くわう建久寺

直 良85小 川 榮 一中 区

政 彦72馬 場 征宮 内

義 昭88渡 辺 幹 夫道 部

賢 司 郎33竹 内 辰 行宮 内

慎 太 郎81石 田 初 枝江奈２

浩85石 田 義 雄江奈４

辰 也78鈴木ふくゑ池 代

義 登82石 川 富 子山 口

芳 彦101山 本 八 代小杉原

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

8

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，６６１人（－１８人）

男 ３，６４３人（－６人）

女 ４，０１８人（－１２人）

世帯数 ３，０８７戸（－４戸）

転 入 ８人 転 出 １２人

出 生 ４人 死 亡 １８人

（平成２４年１１月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ２件 （＋１）

物損事故 ７件 （－２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ２人 （＋１）

二
〇
一
三
年
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

八

四

号

おくやみ申し上げます（死亡）

平成２４年１１月発生分

姉

妹

都

市

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（１１月届出分（１１月届出分））

保護者性別名 前地 区

関 洋 介男湊
みなと

江奈２

佐 野 政 己男蒼 太
そう た

大 澤

木 島 真男究
きわむ

宮 内

おめでとうございます（出生）

明
治

年
に
依
田
勉
三
翁
率
い

１６

る
晩
成
社
が
、
帯
広
に
開
拓
の
鍬

を
入
れ
て
か
ら
１
３
０
年
、
昭
和

８
年
に
市
制
を
施
行
し
て
か
ら
８０

年
の
節
目
に
、
松
崎
町
を
は
じ
め

と
す
る
国
内
外
の
姉
妹
都
市
、
友

好
都
市
、
東
京
や
関
西
の
帯
広
会

等
か
ら
約
１,

０
０
０
人
の
皆
様

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

月
１

１１

日
に
帯
広
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
記

念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

市
民
憲
章
の
朗
誦
や
合
唱
、
演
奏

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
等
で
、
先
人
た

ち
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、

未
来
へ
の
飛
躍
と
挑
戦
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

松
崎
町
か
ら
は
、
齋
藤
町
長
を

は
じ
め
斉
藤
議
長
等
、
ゆ
か
り
の

あ
る
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
先
立
っ
て
、

月
１０

日
に
開
催
し
ま
し
た
姉
妹
都
市

３１フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
地
方
が
輝

く
未
来
を
」
を
テ
ー
マ
に
帯
広
市

観
光
大
使
で
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
宮
本
隆
治
さ
ん
の
基
調
講
演
と
、

帯
広
市
の
国
内
３
つ
の
姉
妹
都
市

で
あ
る
松
崎
町
長
、
大
分
市
長
、

徳
島
市
長
と
帯
広
市
長
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

齋
藤
町
長
か
ら
、
若
者
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
や
世
界
で
い
ち

ば
ん
富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
る

町
宣
言
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
松
崎
町
の
ま
ち
づ
く
り

の
原
点
は
「
山
と
海
は
恋
人
、
川

は
仲
人
」
で
あ
る
と
い
う
お
話
が

あ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
た
宮
本
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
は
じ

め
、
会
場
全
体
が
共
感
と
感
動
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

十
勝
・
帯
広
も
北
に
大
雪
山
系
、

西
に
日
高
山
脈
、南
に
は
太
平
洋
、

そ
し
て
日
本
一
の
清
流
札
内
川
と

十
勝
川
が
存
在
し
ま
す
。

齋
藤
町
長
の
お
話
に
、
改
め
て

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
自
然
環
境

や
風
土
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帯
広
市
か
ら

「「
山
と
海
は
恋
人

「
山
と
海
は
恋
人
、、

川
は
仲
人

川
は
仲
人
」」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
鵜鵜
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

以
前
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
「
開
運
グ
ッ
ズ
商

法
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
こ
う
し
た
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

今
回
取
り
上
げ
る
ケ
ー
ス
は
、
当
初
雑
誌
広

告
等
で「
無
料
で
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
提
供
！
」

と
あ
っ
た
た
め
、こ
れ
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

そ
の
後
祈
祷
師
を
名
乗
る
人
物
か
ら
電
話
で

「
悪
霊
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
…
除
霊
す
る
必

要
が
あ
る
」
等
と
し
て
、
高
額
の
祈
祷
料
や
除

霊
グ
ッ
ズ
を
購
入
さ
せ
る
と
い
う
手
口
で
す
。

こ
の
よ
う
な
手
口
は
、
特
定
商
取
引
法
の
電

話
勧
誘
販
売
に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
こ

の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
等
で
対
処
す
る

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
を
不
安
な
心
理
に
陥
れ
、
そ

れ
に
乗
じ
て
高
額
の
金
銭
を
払
わ
せ
る
手
法
は

無
効
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被

害
に
あ
っ
た
場
合

は
、
い
ち
早
く
役

場
や
法
律
の
専
門

家
等
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
無
料
と
い
う
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
…

不
安
を
あ
お
る
祈
祷
商
法
」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故


